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伊豆諸島三宅島の火山防災マップの作成指針と試作図
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伊豆諸島のひとつ三宅島火山は1 9 4 0年以来ほぼ2 0年おきに噴火を繰り返しており，2 1世紀初頭に次の噴火が
起こる可能性を否定できない．三宅村では噴火災害に備えて”三宅島火山防災マップ”を作成しているが，著者
らの調査の結果，新たな災害予測図を作成，検討しておく必要が明らかになった．そこで，1 4火山の火山災害危
険区域予測図（ハザードマップ），防災マップを入手，検討したのち，三宅島の災害予測図を作成するために必要
な項目を選び，災害予測図を試作した．災害を最小限にくいとめるためには，一般住民に見やすく，理解し易い
火山災害予測図を作成し，住民の意識を高めてゆく努力が必要である．

１． はじめに
伊豆諸島には，現在，住民のいる活火山が6火山（大島，新島，神津島，三宅島，八丈島，青ヶ島）存在する．

その中で三宅島火山は1 9 4 0年以来ほぼ2 0年おきに噴火を繰り返しており，現在も山体南麓の膨張が続いているこ
とから，2 1世紀初頭に次の噴火が起こる可能性を否定できない．三宅村では平成6年に”三宅島火山防災マップ”
を作成し，噴火災害に備えているが，著者らが噴火史や噴出物の分布を詳しく調べた結果，次の噴火の前に既存
の”火山防災マップ”とは別に災害予測図を作成し，検討しておく必要が明らかになった．

２． 火山防災マップの目的と現状
1 9 9 0年代に入って国土庁の主導のもとに，活動的火山の火山災害の危険度の評価を行ない，適正な防災計画，

住民の意識高揚，適正な土地利用をはかることを目的として，火山災害危険区域予測図の作成事業が推進された．
平成6年以降発表された火山災害危険区域予測図のうち，樽前( H 1 0 . 4 )，有珠( H 7 . 9 )，北海道駒ヶ岳( H 1 0 )，草津白
根( H 7 . 3 )，浅間( H 7 . 3 )，伊豆大島( H 6 . 3 )，三宅島( H 6 )，阿蘇( H 7 . 3 )，霧島( H 8 . 3 )，桜島( H 6 )，岩手山( H 1 0 , 1 0 )の1 1
火山分と上富良野町緊急避難図(十勝岳；H 4 , 1 2 )，伊東市防災マップ(東伊豆単成火山群；H 2 . 3 )，島原市広報しま
ばら（H4.11，H6.3；警戒区域・勧告地区図，災害予測図，防災マップ掲載）を入手し，それらを検討した．

火山災害予測図の多くは，国土庁火山噴火災害危険区域予測図作成指針に従い，自治体が中心となって発行
したもので，個々の火山の個性，調査・研究の歴史を反映した特色と長短所が認められた．火山ごとに力点の置
かれている部分に違いがあり，それが必ずしも適切であるとも限らない印象を持った．しかし，この種の予測図
がない場合に比べ格段に役立つと確信された．一般に，作成年の新しいものほど，きめ細かく配慮されているよ
うである．

平成6年三宅村発行の三宅島火山防災マップを例にとると，各種防災施設が見やすく表示されているものの，
噴火実績の示し方が不充分であり，どのような規模の噴火が起こったら（何年に一度の噴火が起こったら），噴出
物の広がりがどの程度になるか，どの程度の被害を及ぼすかといった予測がない．住民はこの図の見方に戸惑う
ことが予想された．

３． 三宅島火山災害予測図の試作
予測図の作成にあたり，基本になるのは，過去の噴火実績図，噴出物の分布範囲である．とくに災害予測図

で考慮すべき数千年のテフラの分布やその噴出量の見積もりも溶岩流や火砕流などと同様きちんと示す必要があ
る．また，過去の個々の噴火がその火山の発達史の中でどのように位置付けられるかを考えることも有意義であ
ろう．対策を立てる上では，想定した規模の噴火がどの程度の頻度で発生するのか示されていることが必要であ
る．また，これまでの災害予測図は災害因子をあげて，その掃過・堆積予測域を地図上に示したものが多いが，
次の段階として，噴火様式の推移まで踏み込むとなお良い．そのためには，過去の噴出物に詳しい時間軸をいれ
るよう一層努力する必要がある．将来的には，一般住民の火山・噴火に対する意識や知識の向上に継続的につと
めるとともに，個々の火山や噴火に対応した噴火様式の推移や噴火の終息の判断の予備知識も災害予測図に盛り
込めるよう，研究の進展が望まれる．

三宅島の災害予測図を作成するために必要な項目を以下に挙げ，災害予測図を試作した．これらの中には”
三宅島火山防災マップ”にすでに示されているものもあり，また，このマップの作成過程で検討されたが結局掲
載されなかった項目もあるかも知れないが，既存の災害予測図を検討し，火山研究者の立場から是非必要と判断
されたものを挙げた．災害を最小限にくいとめるためには，一般住民に見やすく，理解し易い火山災害予測図を



作成するとともに，防災訓練や講演会等を通じ，住民の意識を一層高めてゆく努力が必要である．
三宅島火山災害予測図に掲載すべき項目
0. 火山災害予測図の趣旨の説明
1. 三宅島の噴火史の概要
2. 噴火実績図として9世紀噴火
3. 噴出量の積算図
4. 噴火災害要因の解説（溶岩流，火山灰，火山豆石，スコリア，火砕サ－ジ，マグマ水蒸気爆発）
5. 降灰厚さと家屋への被害・通行の障害の関係
6. 火山情報の種類の解説，火山情報の流れ
7. 噴火に対する心構え，非常持ち出し品チェックリスト
8. 危険予測図として

数10～20年に一度の規模（1874，62，83年噴火クラス）
1000年に一度の規模（9世紀の噴火クラス）

9. 用語解説
10. 火山観測体制
11. 避難場所および避難道路図
12. 防災対策機関の活動および噴火地域防災計画の紹介


